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本書は1975年11月にベルギーのブルージュで需寵された Essentialphospholi-
pidに関するシンポジウムのプロシーデ、イングである。 Essentialphospholipid 
というのは，日本ではあまり捷用している言葉ではないが， 高度不飽和語肪酸を
構成成分として持つホスファチジノレコリン〈レシチン)を意味しており， このシ
ンポジウムの主題は， その蕗床的意味， その薬理学的効果に置かれている。
ここ記収録された論文数は19であ予， その著者数ほ36名で， 地元ベルギーをは
じめドイツ，フランス，ポーランに イギヲスなどの研究者で， 米国の研究者は
含まれていない。
内容は， 通常のシンポジウムのプロシーディングに見られるように， いきなり
非常に専門的な研究論文で始まるのではなく， 最初に用語の注解があり， 次の二
論文ではホスファチジルコジン託ついての研究の現況が広範に概説され， 以下の
研究の依ってきたる背景を述べている。実際にそのようにシンポジウムは進行し
たのであろうが， この領域の専門家にとっては無くもがなであるが， 周辺領域の
非専門家にとって辻， 問題の所在が明確になり， 大変に有難い配患である。専門
家罰土の需でも見解の食い違いを来ししていくと， 用語の解釈の違いなどというこ
とがある。
次のセクションは Pharmacokineticsと名づけられて国論文が認められている。
この中で Leki誌による，経口投与された Essetialphospholipidの吸収，体内
での運命についての報文はよくまとまっている。
次のセクションは Essentialphospholipidを高脂血症，動販硬化痘の治療薬と
して用いることの報文4編がまとめてある。 いずれも高脂血症の改善に存用であ
ることで一致している。
次に動脈壁でのリン籍質代謝についての論文が 5韻，最後に赤島球， 車小板で
の Essentialphospholipidに関するものが3編収めちれている。 LCATに対す
る重点の置き方など，やは予米国派などと微妙な違いが見られる。
最初;こも述べたように 大変親切な構成になっており， 関連領域の非専丹家に
もよい本と思える。(撞田侍夫〉
(千葉医学 55，60，1979) 
